
歯科診療室には患者さんを不安にさせるものが多く存在する

歯を削る音
針の先端
子供の泣き声

「ノセボ効果」により
治療時の痛み、不快感が増強する可能性

(Watanabe et al., 2022)

仮想現実（VR）による歯科治療時の苦痛最小化の実現

研究体制

パーソナリティ特性

痛みの破局的思考

治療時の痛みの予測

歯科恐怖

②「VRの効果のでやすさ」に
影響する患者特性を明らかにする

歯科においてもノセボが問題に
なりうることを示したメタ分析
(Watanabe et al., 2023)
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などとの共同研究により、
国際間比較研究へと発展させる。
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徳島大学を「不快感のない治療」に関するエビデンス発信の一大拠点に！
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①歯科治療時に患者さんに VRをつけてもらうと
　不快感抑制に効果があるか検証

今まで広く研究で
用いられている
質問票を用いて検討


